
論文不正に関する調査結果について

京都大学理学研究科研究公正調査委員会

I) 当該論文の骨子：
熊本地震で発生した地震断層の破壊（変位）が阿蘇火山の地下のマグマの存在
によって妨げられた。



II-1） Fig. 1の特定不正行為の種別

Fig.1B：
・東西引き伸ばしor
南北短縮
・I-I’～IV-IV’の位置/
地震断層(赤線)の
数がFig.1Cと不一致

→ 改ざん

Fig.1C：
・NIED(2016)の2, 4, 6, 

8図の書き写し
・ NIED(2016) の不
正確な引用
→ 改ざん・盗用

上記以外の誤り
・月表示(April→May)
など



Fig.2A:
・阿蘇カルデラの位置が南西方向
に約3kmずれている。

→ 改ざん

上記以外の誤り
・多数のSite位置の不一致

e.g.,Site8/9は右図では同一地点

Fig.2C:
原図｛纐纈ほか(2016)｝に対して
・震央位置/変位量目盛り数値
の改変

・ Fig.2A/BとFig.2Cの距離スケー
ルの不一致

・図の右端位置が原図と不一致
→ 改ざん

II-2） Fig. 2の特定不正行為の種別



III-1) Fig.1Bの東西・南北距離の検討： Fig.1Bのカルデラの輪郭を□で表示



XY直交座標プロット図

緯度1 ゜の長さ＝経度1 ゜の長さ
として不正確な地図

ユンバーサル横メルカトー
ル図投影をした下の図に較
べ，南北に縮む／東西に延
びる．

ユニバーサル横メルカ
トール図法(UTM). 

形・距離ともに最も正確な投影．
地球を真球とした場合北緯33°
での緯度1 ゜の長さX0.839=経度
1 ゜の長さ. cos 33°= 0.83867.

阿蘇カルデラ周辺地図の作成



XY直交座標プロット図

ユニバーサル横メルカ
トール図法(UTM). 

調査委員会で作成した阿蘇カルデラ周辺の地図

前ページの□X70%

前ページの□ X78%

・Fig.1B は東西方向の距離
が引き伸ばされた不適切
な図

・図中には緯度経度の交点
が１つしか示されていない
ため、震源位置について、
読者が解読するのに困難
な状態

＋
・次に述べる事項

↓
改ざん



III-2) Fig. 1BのI-I’～IV-IV’の位置とFig.1CのI-I’～IV-IV’の位置の検証



III-2) Fig. 1BのI-I’～IV-IV’の位置とFig.1CのI-I’～IV-IV’の位置の検証

Fig. 1のCaptionでは
・Fig. 1BのI-I’～IV-IV’の位置＝Fig.1CのI-I’～IV-IV’の位置

実際は

・ Fig. 1BのI-I’～IV-IV’の位置≠Fig.1CのI-I’～IV-IV’の位置

・Fig. 1CはNIED(2016 )の図の書き写し



NIED(2016 )



NIED(2016 )



NIED(2016) 図2

Lin et al. (2016)Fig.1C

2 4 6 8

Fig.1C：
・NIED(2016)の2, 4, 6, 

8図の書き写し
・責任著者による断
層(赤線)の加筆



NIED(2016)

Lin et al. (2016)Fig.1. 
・ NIED(2016)の2,4,6,8図のFig. 1B上での位置：

NIED原図は東経131°より西方、

Fig.1BのI-I’～IV-IV’の位置はNIED原図と一致しない

・Caption中でのNIED(2016)
の不正確な引用

・Fig.1C → 改ざん・盗用

・Fig.1B： → 改ざん



NIED(2016)

Lin et al. (2016)Fig.1. 
・ NIED(2016)の2,4,6,8図のFig. 1B上での位置の検証：

NIED(2016)原図は東経131°より西方、

Fig.1BのI-I’～IV-IV’の位置はNIED原図と一致しない

・Caption中でのNIED(2016)
の不正確な引用

・Fig.1C → 改ざん・盗用

・Fig.1B： → 改ざん



III-3）Fig.2著者達が地表断層調査で明らかにした断層の水平変位量の極大位置
(Fig.2B)は、纐纈ほか(2016)原図の断層すべり量の図(Fig.2C)と一致するのか？

・Fig.2B：著者グループが地

表断層調査で明らかにした
断層の変位量の図
・Fig.2C：纐纈ほか(2016)の
地震断層上のすべり量の図

両図を比較することにより、
断層の最大滑りの位置が正
確に求まる。

著者グループは纐纈ほか
(2016)原図の地表近くのす
べり量極大位置（Fig.2C、黄
色とオレンジ色の領域)が
Site4/5(Fig.2B)に一致する
と主張。

↓
Fig.2A-B-Cのsite位置が
一致することが必要。

↓
Site位置の検証



III-3）Fig.2著者達が地表断層調査で明らかにした断層の水平変位量の極大位置
(Fig.2B)は、纐纈ほか(2016)原図の断層すべり量の図(Fig.2C)と一致するのか？

・Fig.2B：著者グループが地

表断層調査で明らかにした
断層の変位量の図
・Fig.2C：纐纈ほか(2016)の
地震断層上のすべり量の図

両図を比較することにより、
断層の最大滑りの位置が正
確に求まる。

著者グループは纐纈ほか
(2016)原図の地表近くのす
べり量極大位置（Fig.2C、黄
色とオレンジ色の領域)が
Site4/5(Fig.2B)に一致する
と主張。

↓
Fig.2A-B-Cのsite位置が
一致することが必要。

↓
Site位置の検証

特に、Site5はカルデラの縁？



調査委員会で作成した阿蘇火山周辺の陰影図に筆頭著者より入手したSiteデータを投影



上段：Fig2A
下段：前ペー
ジ地図を時計
廻りに37度回
転し、Site1と
Site10間の距
離がFig.2Aの
両site間の距

離に合うように
拡大。

【カルデラ位置とSite5の検証】



上段：Fig2A
下段：前ペー
ジ地図を時計
廻りに37度回
転し、Site1と
Site10間の距
離がFig.2Aの
両site間の距

離に合うように
拡大。

【カルデラ位置とSite5の検証】

・いくつかのSiteの位置がFig.2Aでは不正確。特に、
Site5はカルデラの縁ではなく、外輪山の西側斜面

↓
・Fig.2Aではカルデラが約3km南西に描かれている。



纐纈ほか（2016）原図：
・断層走向・傾斜は

N44E75NW
（//布田川断層）

・震央＝破壊開始点
の座標＝(0km,0km)

・断層のNE延長は
内輪山を通らない。

・滑りスケール
は０－７

・断層面上に
Magma Chamberの
表記は無い。

纐纈ほか（2016）原図の
北東端は阿蘇
カルデラの縁

III-4）Fig.2Cの検証：纐纈ほか（2016）原図からの作成過程



①纐纈原図を時計廻りに46°回転

②上下を反転 → （断層面をさらに数度回転し）Fig.2Cとして引用されている

【Fig.2Cの作図過程】



１６

Lin et al. (2016) Fig. 2A,C 

正しい震源の位置

図2Cは元図等の位置データを正しく示していない

滑り量ス
ケールの
改変：

↓
この操作
で滑り量
マイナス
の領域が
生まれる。

Fig.2C→改ざん



上述のように、被通報論文のFig.1B/C、Fig.2A/Cには多数の誤りと、一部

の図の出典が適切に記載されていないことが確認できた。

これらの結果は、責任著者が研究者としてわきまえるべき基本的な注意

義務を著しく怠ったことによって生じたと判断した。

したがって、京都大学における公正な研究活動の推進等に関する規程第

2条4 項により、不正（改ざん、盗用）と認定した。

なお、読者に誤解を与える誤った情報が公開され続けていることは、理学

研究科として看過できないと判断し、林教授には論文撤回の手続きをとるよ

うに勧告した。

結論
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